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解
説
・

藤
村
　
直
貴

）

前
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課 

行
政
第
一
係
長

（

員
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負

を
す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同

一
の
行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、
取

締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ

れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
た

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
条
は
、
二
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
」
は
、

①
「
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る

者
及
び
そ
の
支
配
人
」

又
は
、

②
「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責

任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監
査
役
若

し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清

算
人
」

た
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
「
請
負
を
す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
」
と

さ
れ
て
お
り
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
地

方
議
会
の
議
員
個
人
が
請
負
を
す
る
こ
と
を
想
定
し

１　

は
じ
め
に

地
方
議
会
の
議
員
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
92
条
の

２
に
よ
り
兼
業
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

兼
業
の
禁
止
と
は
、
条
文
に
即
し
て
言
え
ば
、
地
方

議
会
の
議
員
は
、「
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対

し
請
負
を
す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
」
又
は
「
主
と

し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、

取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ

ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
」
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

兼
業
の
禁
止
は
、
明
治
32
年
の
府
県
制
及
び
郡
制

の
改
正
に
お
い
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
一
旦
廃
止
さ

れ
た
も
の
の
、昭
和
31
年
の
法
改
正
の
際
に
復
活
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
本
条
を
過
去
の
行
政
実
例
等

を
踏
ま
え
概
観
す
る
と
と
も
に
、
総
務
省
よ
り
発
出

さ
れ
た
本
条
等
に
関
す
る
通
知
（
平
成
30
年
４
月
25

日
付
け
総
行
行
第
94
号
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課

長
通
知
。
以
下
「
総
務
省
通
知
」
と
い
う
。）
の
内

容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

２　

法
第
92
条
の
２
に
つ
い
て

（
１
）
概
要

第
92
条
の
２　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

行
政
通
知
の
読
み
方
・
使
い
方

連
載

第
16
回
連
載

第
16
回

この連載では、自治体法務に
関わる行政通知を取り上げ、
通知の発出元に、発出の背景
や読み方、使い方などを解説
していただきます。

地
方
議
会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
の
解
釈
等
に
つ
い
て

（
平
成
30
年
４
月
25
日
総
行
行
第
94
号
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知
）
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て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
「
主
と
し
て
同
一
の
行
為

を
す
る
法
人
の
…
…
」
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
議
会

の
議
員
が
、「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人

の
」
無
限
責
任
社
員
等
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規

定
し
て
い
る
。

な
お
、
地
方
議
会
の
議
員
が
本
条
の
規
定
に
抵
触

す
る
場
合
に
は
、
法
第
１
２
７
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
職
を
失
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

第
１
２
７
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

員
が
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
と
き
、

又
は
第
92
条
の
２
（
第
２
８
７
条
の
２
第
７
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
該
当
す
る
と

き
は
、
そ
の
職
を
失
う
。
そ
の
被
選
挙
権
の
有

無
又
は
第
92
条
の
２
の
規
定
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
は
、
議
員
が
公
職
選
挙
法
第
11
条
、
第
11

条
の
２
若
し
く
は
第
２
５
２
条
又
は
政
治
資
金

規
正
法
第
28
条
の
規
定
に
該
当
す
る
た
め
被
選

挙
権
を
有
し
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
議
会
が

こ
れ
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
り
こ

れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
・
③
（
略
）

（
２
）「
請
負
」
の
範
囲
に
つ
い
て

兼
業
の
禁
止
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
が
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
と
の
間
に
お
い

て
、
利
害
関
係
に
立
つ
こ
と
を
禁
止
し
、
議
会
運
営

の
公
正
と
事
務
の
執
行
の
適
正
を
保
証
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
条
に
規
定
す
る
「
請

負
」
と
は
、
民
法
（
明
治
29
年
法
律
第
89
号
）
第

６
３
２
条
に
規
定
す
る
「
請
負
」
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
他
経
済
的
な
い
し
営
利
的
な
取
引
契
約
も
含
ま
れ

る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の

な
い
も
の
、
例
え
ば
売
買
契
約
等
の
一
取
引
に
と
ど

ま
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、「
請
負
」
に
は
該

当
し
な
い
。
本
条
に
規
定
す
る
「
請
負
」
に
該
当
す

る
も
の
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
契
約
が

一
定
の
時
間
的
継
続
性
や
反
復
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

○
売
買
契
約
と
請
負
の
関
係
（
昭
和
27
年
８
月
20
日

付
け
自
行
行
発
第
４
号
。
青
森
市
長
あ
て
行
政
課

長
回
答
）

問　

監
査
委
員
が
そ
の
兼
業
し
て
い
る
薪
炭
小
売
商

業
協
同
組
合
理
事
長
の
名
目
で
市
と
薪
炭
納
入
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
第
１
４
２
条
（
現
行
法

で
は
法
第
１
８
０
条
の
５
）
の
請
負
の
範
囲
に
包

含
さ
れ
る
か
。

答　

設
問
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
確
答
し
か

ね
る
が
、
そ
の
実
体
が
単
な
る
売
買
契
約
と
解
さ

れ
る
限
り
、
第
１
４
２
条
（
現
行
法
で
は
法
第

１
８
０
条
の
５
）に
い
う
請
負
に
は
該
当
し
な
い
。

「
請
負
」
と
は
、
民
法
第
６
３
２
条
の
請
負
の
み

な
ら
ず
、
普
通
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
長
又
は
そ

の
者
の
委
任
を
受
け
た
者
か
ら
一
定
の
報
酬
を
得

て
そ
の
需
要
を
供
給
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
場
合

を
も
含
む
の
で
あ
る
が
、
売
買
契
約
の
ご
と
き
単

な
る
一
取
引
は
「
請
負
」
に
は
該
当
し
な
い
も
の

で
あ
る
。

※
こ
の
行
政
実
例
は
、
法
第
１
８
０
条
の
５
第
６

項
に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
委
員
会

の
委
員
（
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
教
育
長
及

び
委
員
）
又
は
委
員
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

兼
業
の
禁
止
は
、
地
方
議
会
の
議
員
の
ほ
か
、

長
（
法
第
１
４
２
条
）、
副
知
事
及
び
副
市
町

村
長
（
法
第
１
６
６
条
第
２
項
）、
委
員
会
の

委
員
（
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
教
育
長
及
び

委
員
）
又
は
委
員
（
法
第
１
８
０
条
の
５
第
６

項
）
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
地
方
議
会

の
議
員
に
係
る
兼
業
禁
止
と
、
長
等
の
兼
業
禁

止
に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
法
人
に
差
異
は

あ
る
も
の
の
、請
負
の
範
囲
等
は
同
様
で
あ
る
。

○
売
買
契
約
の
態
様
（
昭
和
31
年
10
月
22
日
付
け
自

丁
行
発
第
１
１
５
号　

北
海
道
総
務
部
長
あ
て
行

政
課
長
回
答
）

問　

本
町
に
は
土
管
販
売
業
者
が
一
人
し
か
な
く
、

し
か
も
そ
の
者
が
町
会
議
員
で
あ
り
、
近
隣
町
村

に
は
同
業
者
が
な
く
他
の
地
方
か
ら
の
土
管
購
入
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は
か
え
っ
て
割
高
と
な
る
の
で
、
こ
の
者
と
売
買

契
約
を
行
う
こ
と
は
法
第
92
条
の
２
の
請
負
に
該

当
す
る
か
。

答　

当
該
売
買
契
約
が
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
納
入

す
る
こ
と
を
内
容
と
し
、
又
は
そ
の
契
約
の
履
行

に
あ
た
り
事
実
上
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
、
分
割

し
て
供
給
す
る
等
継
続
的
な
供
給
契
約
で
は
な

く
、
単
な
る
一
時
的
な
売
買
契
約
で
あ
れ
ば
該
当

し
な
い
も
の
と
解
す
る
。

（
３
）「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
」

に
つ
い
て

法
第
92
条
の
２
に
お
い
て
は
、
地
方
議
会
の
議
員

が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
「
主
と
し
て
同
一

の
行
為
を
す
る
法
人
」
の
無
限
責
任
社
員
等
に
な
る

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
「
主
と
し
て
同
一
の
行

為
を
す
る
法
人
」
と
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
請
負
に
つ
い
て
、
当
該
団
体
の
長
若
し
く

は
そ
の
団
体
の
長
の
委
任
を
受
け
た
者
に
対
す
る
請

負
が
、
当
該
法
人
の
業
務
の
主
要
部
分
を
占
め
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
請
負
が
、
当
該
法
人
の
業

務
の
主
要
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
当
該
法
人
の
業
務
や
当
該
請
負
の
態
様
に

即
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
」
に
つ
い

て
（
最
高
裁
昭
和
62
年
10
月
20
日
判
決
）

「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
」
と
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
請
負
が
当
該

法
人
の
業
務
の
主
要
部
分
を
占
め
、
当
該
請
負
の
重

要
度
が
長
の
職
務
執
行
の
公
正
、
適
正
を
損
な
う
お

そ
れ
が
類
型
的
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
程
度
に
至
っ

て
い
る
場
合
の
当
該
法
人
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、右
の
規
定
の
意
義
に
照
ら
せ
ば
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
請
負
量
が
当

該
法
人
の
全
体
の
業
務
量
の
半
分
を
超
え
る
場
合

は
、
そ
の
こ
と
自
体
に
お
い
て
、
当
該
法
人
は
「
主

と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
」
に
当
た
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
右
請
負
量
が
当
該
法
人
の

全
体
の
業
務
量
の
半
分
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
当
該
請
負
が
当
該
法
人
の
業
務
の
主
要
部
分
を

占
め
、
そ
の
重
要
度
が
長
の
職
務
執
行
の
公
正
、
適

正
を
損
な
う
お
そ
れ
が
類
型
的
に
高
い
と
認
め
ら
れ

る
程
度
に
ま
で
至
っ
て
い
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
と

き
は
、
当
該
法
人
は
「
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す

る
法
人
」
に
当
た
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

○
「
主
と
し
て
」
の
趣
旨
（
昭
和
27
年
８
月
20
日
付

け
自
行
行
発
第
４
号
。
青
森
市
長
あ
て
行
政
課
長

回
答
）

問
一　

第
１
４
２
条
中
「
主
と
し
て
」
と
は
、
請
負

行
為
を
す
る
側
か
ら
み
た
場
合
か
、
あ
る
い
は
請

負
行
為
を
さ
せ
る
側
か
ら
み
た
場
合
か
。

　

二　
「
主
と
し
て
」
の
解
釈
に
つ
い
て

答
一　

前
段
お
見
込
の
と
お
り
。

　

二　
「
主
と
し
て
」
と
は
、
当
該
請
負
が
当
該
請

負
を
す
る
者
の
業
務
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
意

で
あ
る
。

３　

総
務
省
通
知
に
つ
い
て

総
務
省
通
知
で
は
、
法
第
92
条
の
２
等
に
つ
い
て

の
解
釈
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
平
成
30
年
４
月
25
日
付
け
総
行
行
第
94
号
。

各
都
道
府
県
総
務
部
長
、
各
都
道
府
県
議
会
事
務

局
長
、
各
指
定
都
市
総
務
局
長
、
各
指
定
都
市
議

会
事
務
局
長
あ
て
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長

通
知
）

地
方
議
会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
の
解
釈
等
に
つ

い
て地

方
議
会
に
関
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
67
号
）
の
解
釈
等
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

等
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
参
考
の
た
め
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
都
道
府
県
総
務
部
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

貴
都
道
府
県
内
の
市
区
町
村
（
指
定
都
市
を
除

く
。）
の
長
及
び
議
会
の
議
長
に
対
し
て
も
、
本

通
知
の
周
知
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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な
お
、
地
域
の
元
気
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
お
け
る
調
査
・
照
会
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
各

市
区
町
村
に
対
し
て
、
本
通
知
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
本
通
知
は
地
方

自
治
法
第
２
４
５
条
の
４
第
１
項
に
基
づ
く
技
術

的
な
助
言
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

１　

地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
等
の
解
釈
に
つ
い

て地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
議

員
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る

者
等
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
議
会
運
営
の
公
正
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
事
務
執
行
の
適
正
を
確
保
す
る
こ
と
を

趣
旨
と
す
る
も
の
で
す
。

同
条
の
請
負
は
、
ひ
ろ
く
業
務
と
し
て
な
さ
れ

る
経
済
的
又
は
営
利
的
な
取
引
契
約
を
含
む
一

方
、
一
定
期
間
に
わ
た
る
継
続
的
な
取
引
関
係
に

立
つ
も
の
に
限
ら
れ
る
と
解
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
法
令
等
の
規
制
が
あ
る
た
め
当
事
者
が

自
由
に
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
取
引
契

約
や
、
継
続
性
が
な
い
単
な
る
一
取
引
を
な
す
に

止
ま
る
取
引
契
約
は
、
同
条
の
請
負
に
該
当
す
る

も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
議
員
又
は
議
員
が
無
限
責
任
社
員
等
を

務
め
る
企
業
等
が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
か
ら
同

法
第
２
３
２
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
又
は
同
法
第
２
４
４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
前
者
は
贈
与
に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、
後

者
は
議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
地
方
公
共
団
体
に

代
わ
っ
て
公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
い
ず
れ

も
当
該
地
方
公
共
団
体
と
営
利
的
な
取
引
関
係
に

立
つ
も
の
で
は
な
い
た
め
、
同
法
第
92
条
の
２
の

請
負
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
以
上
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
同
法
第

１
４
２
条
、
第
１
８
０
条
の
５
第
６
項
及
び
第

２
５
２
条
の
28
第
３
項
第
11
号
の
請
負
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。

２　

地
方
自
治
法
第
１
２
３
条
に
係
る
取
組
に
つ

い
て

地
方
自
治
法
第
１
２
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
地

方
議
会
は
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
会
議

録
を
作
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
の
求
め
に
応
じ
て
閲
覧

さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
議
事
公
開
の
原
則
を

全
う
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
活
動
の
透
明
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
会
議

録
に
つ
い
て
は
、速
や
か
に
作
成
す
る
と
と
も
に
、

住
民
が
閲
覧
し
や
す
い
環
境
に
置
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
音
声
認
識
技
術
の
活
用
に
よ

り
会
議
録
作
成
に
係
る
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ

て
い
る
事
例
等
も
参
考
に
し
つ
つ
、
会
議
録
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
等
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
省
通
知
の
う
ち
法
第
92
条
の
２
に
関
係
す
る

箇
所
は
、
１
の
部
分
で
あ
る
。（
２
は
、
法
第
１
２
３

条
に
規
定
す
る
議
会
の
会
議
録
の
作
成
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
法
第
92
条
の
２
に
関
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
解
説
を
割
愛
す
る
。）

総
務
省
通
知
は
新
た
な
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
は

な
く
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
問
合
せ
等
を
踏
ま

え
、
従
来
の
解
釈
を
改
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
、
総
務
省
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
、
若
干
の

解
説
を
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
法
第
92
条
の
２
の
趣
旨
及
び
請
負
に
つ

い
て

総
務
省
通
知
１
の
第
一
段
落
及
び
第
二
段
落
に
お

い
て
、
法
第
92
条
の
２
の
趣
旨
及
び
「
請
負
」
の
定

義
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
条
の
規
定
の
趣

旨
等
を
改
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
「
２　

法

第
92
条
の
２
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
法
第
２
３
２
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
補

助
金
の
交
付
又
は
法
第
２
４
４
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定

を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
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総
務
省
通
知
１
の
第
三
段
落
に
お
い
て
は
、「
当
該

地
方
公
共
団
体
か
ら
同
法
２
３
２
条
の
２
の
規
定
に

よ
る
補
助
金
の
交
付
又
は
同
法
第
２
４
４
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
」
が
法
第
92
条
の
２
に
規
定
す
る
「
請
負
」
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
法
第
２
３
２
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
、そ
の
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

寄
附
又
は
補
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
法
第
２
４
４
条
の
２
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
が
設
立
す
る
公
の

施
設
の
管
理
を
、
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。「
補
助
金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
」
は
「
贈
与
に
類
す
る
も
の
」
に
、「
指

定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
」
は
、
議
会
の
議

決
を
経
た
上
で
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
公
の
施

設
を
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

い
ず
れ
も
当
該
地
方
公
共
団
体
と
営
利
的
な
取
引
関

係
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
た
め
、
法
第
92
条
の
２
の

「
請
負
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
総
務
省
通
知
は
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
法
第
１
４
２
条
、
第
１
８
０
条
の
５
第

６
項
及
び
第
２
５
２
条
の
28
第
３
項
第
11

号
に
規
定
す
る
「
請
負
」
に
つ
い
て

「
２　

法
第
92
条
の
２
に
つ
い
て
」
の
行
政
実
例

の
解
釈
で
概
説
し
た
と
お
り
、
地
方
自
治
法
で
は
、

長
、
副
知
事
又
は
副
市
町
村
長
、
委
員
会
の
委
員
又

は
委
員
等
に
つ
い
て
も
、地
方
議
会
の
議
員
と
同
様
、

兼
業
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
法
第
２
５
２
条
の
28
第
３
項
第
11
号
の
規

定
に
よ
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
（
外
部
監
査
契
約
に
基
づ

く
も
の
を
除
く
。）
を
す
る
者
等
と
、
外
部
監
査
契

約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

第
１
４
２
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る
者

及
び
そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為

を
す
る
法
人
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
出

資
し
て
い
る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除

く
。）
の
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役

若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ

き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
た
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

第
１
８
０
条
の
５　
（
略
）

②
～
⑤　
（
略
）

⑥　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
委
員
会
の
委
員
（
教

育
委
員
会
に
あ
つ
て
は
、
教
育
長
及
び
委
員
）

又
は
委
員
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対

し
そ
の
職
務
に
関
し
請
負
を
す
る
者
及
び
そ
の

支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法

人
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い

る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
の

無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は

監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支

配
人
及
び
清
算
人
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑦
・
⑧　
（
略
）

（
外
部
監
査
契
約
を
締
結
で
き
る
者
）

第
２
５
２
条
の
28　
（
略
）

２　
（
略
）

３　

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
と
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら

な
い
。

一
～
十　
（
略
）

十
一　

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負

（
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
。）
を

す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一

の
行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、
取
締

役
、
執
行
役
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ

ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人

こ
れ
ら
の
規
定
に
お
け
る
「
請
負
」
の
意
義
や
範

囲
は
法
第
92
条
の
２
に
お
け
る
「
請
負
」
と
同
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
、総
務
省
通
知
第
四
段
落
に
お
い
て
、

そ
の
旨
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
な
お
、
法
第

２
５
２
条
の
28
第
３
項
第
11
号
に
規
定
す
る「
請
負
」

に
つ
い
て
は
、
条
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

「
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
」
と
さ
れ
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て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。）

４　

お
わ
り
に

以
上
の
と
お
り
、
法
第
92
条
の
２
に
つ
い
て
、
法

令
の
趣
旨
や
総
務
省
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
を

試
み
た
。

本
稿
が
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
適
切
な
団

体
運
営
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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